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(52年 7月 1日現在〉

#世帯数、;1，457戸(央子3)

A 口 7，272人 Cf}・7)
男 3，580人〈掠め

女 3，692人〈ー1)

村のようす
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尾

神

生祉

子L
大
字

オ士
あヲミ

A 尾礼神社拝殿

尾礼神社参道入口A 

国
道
一
一
八
号
線
と
金
波
川
に
狭
ま
れ
た
小
高
い
丘
の
上

に
、
尾
礼
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
ol

う
が
の
み
た
ま
の
み
こ
と

祭
神
は
)
農
耕
の
神
「
倉
稲
玉
命
〕
に
し
て
、
地
域
住
民
か

ら
深
いい
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

し
も
づ
け

神
社
の
縁
起
を
尋
ね
て
み
一石
に

3

。川
辺
雲
霧
城
主
板
橋
下
野

の
か
み

守
房
販
の
弟
板
橋
助
之
進
が
ポ
禄
五
年
(
一
、
;
五
六
。
年
以
、

金
波
村
(
一
現
在
の
川
辺
字
金
波
)
よ
り
蒜
生
に
移
り
住
み
-
そ

れ
よ
り
十
五
年
後
の
天
正
Z

一一年
三
、
五
七
五
年
)
に
先
住
の

地
、
金
一波
村
か
ら
遷
宮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
小
高
首
藤
家
文
書
よ
り
〉
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現実
玉川村振興計画

遁代農業
第=次基本計画決ま否 (4)

の

ニ
、
林
業
振
興
計
画

国
営
母
畑
地
区
総
合
農
用
地
開
発
事

業
の
進
行
と
と
も
に
、
林
野
面
積
は
さ

ら
に
減
少
し
、
一
部
地
区
に
お
い
て
は

零
細
を
増
す
こ
と
と
な
る
が
、
森
林
資

源
を
有
効
的
に
活
用
す
る
た
め
、
林
道

の
整
備
、
造
林
の
拡
大
、
共
同
林
の
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
特
殊
材
産
地
の

産
地
化
を
推
進
し
、
他
産
業
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
林
業
を
振
興
す
る
。

約
基
盤
の
整
備
。

本
村
の
林
業
は
林
地
保
有
の
零
細

性
、
生
産
基
盤
、
の
立
遅
れ
な
ど
構
造

上
、
あ
る
い
は
労
働
力
め
問
題
か
ら
、

全
般
的
に
粗
放
経
営
が
多
く
生
産
性
が

底
い
の
で
、
今
後
は
団
地
造
林
、
材
種

改
良
を
進
め
、
人
工
材
率
を
高
め
る
と

と
も
に
素
材
生
産
の
増
大
、
良
質
材
の

生
産
、
機
械
化
の
た
め
の
林
道
、
作
業

道
の
整
備
拡
充
を
図
る
。

ω
特
殊
林
産
物
の
普
及
。
し
い
た
け

な
め
こ
等
の
林
産
物
は
林
家
め
短
期
収
一

入
源
で
あ
り
之
生
産
産
灯
、
低
い
広
葉
樹

を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
殊
一
林
産
物
の
集
団
育
成

と
普
及
を
図
り
主
産
地
形
成
・
に
'
努
め

る。例
森
林
組
合
O
〆

組
合
運
営
の
改
善
等
に
つ
い
て
指
導

し
、
育
成
強
化
に
努
め
る
。

一一、

工
業
振
興
計
画

本
村
は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
路
の

開
通
と
と
も
に
京
浜
地
区
と
の
時
間
的

距
離
が
短
縮
さ
れ
企
業
活
動
は
活
発
に

な
る
と
子
息
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
優
秀

な
企
業
の
進
出
に
対
し
て
環
境
の
保

全
、
他
産
業
と
の
調
整
を
考
慮
し
な

が
ら
、
そ
の
受
入
体
制
を
整
え
る
。

切
工
場
用
地

地
域
の
状
況
か
ら
み
て
、

大
規
模
な

ヱ
場
用
地
の
確
保
は
困
難
で
あ
る
が
、

あ
る
程
度
の
用
地
確
保
は
必
要
で
あ
り

先
行
取
得
な
ど
に
よ
り
、
優
秀
企
業
の

受
入
れ
に
備
え
る
。

ω
労
働
力
O

守

本
村
の
人
口
は
、
減
少
の
傾
向
か
ら

横
ば
い
あ
る
い
は
少
し
ず
つ
増
加
の
傾

向
に
転
じ
て
き
た
、
そ
こ
で
今
後
は
企

業
聞
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
新
規
学
卒

者
の
定
着
と
村
外
へ
の
流
出
を
防
止

し
、
さ
ら
に
は
村
外
か
ら
労
働
力
を
吸

収
す
る
と
と
も
に
定
着
化
い
に
努
め
、
第

一
次
産
業
か
ら
の
転
機
を
図
り
、
農
工

一
体
と
な
っ
た
調
和
の
と
れ
た
就
業
の

推
進
に
努
め
る
。

紛
既
存
企
業
の
育
成
。

本
村
に
お
け
る
既
存
企
業
は
、
機

械
、
電
気
、
精
密
、
衣
服
な
ど
比
較
的

公
害
の
心
配
が
少
な
い
も
の
で
あ
り
規

模
拡
大
の
意
欲
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
こ

で
制
度
金
融
に
よ
る
設
備
の
近
代
化
、

あ
る
い
は
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
を
積
極

的
に
活
用
し
、
経
営
者
懇
談
会
、
従
業

員
の
研
修
を
実
施
し
、
既
存
企
業
の
育

成
強
化
に
努
め
る
。

回
、
商
業
振
興
計
画

デ
パ
ー
ト
、
ス
・
1
パ
l

マ
ー
ケ
ッ
ト

が
ま
す
ま
す
大
型
化
す
る
中
で
、
小
規

模
な
商
庖
が
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
大
型
庖
に
な
い
特

色
の
あ
る
販
売
と
合
理
的
な
経
営
が
要

求
さ
れ
る

A

そ
こ
で
工
業
の
育
成
、
住

宅
の
建
設
に
よ
る
消
費
人
口
の
確
保
と

商
庖
経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
を
推
進

す
る
。

例
経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
、
商
屈

の
専
門
広
化
、
共
同
仕
入
、
共
同
倉

庫
、
共
同
信
舗
な
ど
の
合
理
化
、
近
代

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
商
庖
の
経
営
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診
断
を
積
極
的
に
実
施
し
、
経
営
技

術
の
向
上
に
努
め
る
。

ω
制
度
金
融
の
強
化
活
用
、
経
蛍

の
合
・
理
化
、
近
代
化
を
進
め
る
た
め

に
は
資
金
調
達
で
あ
る
。

特
に
小
規
模
商
庖
に
お
い
て
は
自

己
資
金
が
乏
し
い
の
で
、
長
期
低
利

資
金
の
枠
の
拡
大
、
各
種
制
度
金
融

の
活
用
を
進
め
る
。

仙

w

商
庖
街
の
整
備
。

商
庖
街
の
整
備
は
泉
郷
駅
付
近
か

ら
川
辺
郵
便
局
付
近
と
、
奥
平
周
辺

の
整
備
が
逐
次
進
ん
で
い
る
も
の
の

ま
だ
商
庖
街
と
し
て
整
備
が
必
要
で

あ
り
順
次
整
備
を
図
る
。

付
商
工
会
の
育
成
強
化
。

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
に
は
、
.
総
合
的
な
指
導
団
体
で
あ

る
商
工
会
の
役
割
は
大
き
い
、
そ
こ

で
商
工
会
の
経
営
指
導
体
制
の
強
化

を
図
る
。
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五
、
観
光
開
発

3 

日
常
生
活
の
充
実
に
伴
な
い
、
余

暇
を
利
用
し
て
自
然
に
親
し
む
機
会

が
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
き
、
こ
れ
と
い
っ
て
観
光
資
源
の

な
い
本
村
に
と
っ
て
、
手
五
沢
ダ
ム

の
完
成
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の

で
あ
る
、
恵
れ
た
自
然
を
生
か
し
、

自
然
を
保
護
し
な
が
ら
観
光
開
発
を

進
め
る
O
一

め
千
五
沢
ダ
ム
周
辺
の
観
光
産
業

を
育
成
す
る
と
同
時
に
キ
ャ
ン
プ

設
置
場
、
フ
ェ
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

な
ど
の
設
置
を
進
め
る
。

ω
散
在
し
て
い
る
名
所
、
旧
跡
、

文
化
財
な
ど
の
整
備
を
進
め
周
遊
モ

デ
ル
コ

i
ス
な
ど
の
設
置
を
進
め

る。

佐
久
間
さ
ん
ら

表

彰

さ

第
二
十
九
回
福
島
県
消
防
協
会
石
川

支
部
幹
部
大
会
が
、
六
月
二
十
三
日
石

川
町
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

だ
が
、
席
上
消
防
庁
長
官
表
彰
、
福
島

県
知
事
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
、
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
の
伝
達

と
、
石
川
支
部
長
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。本

村
で
表
彰
状
、
感
謝
状
を
受
け
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑥③  
精達福退福
勤)島職島

県消県
章 消防知

防団事
協長表
ノ、:/d.

2支 雫少

長佐(
表久伝
彰間達

倉〉

太

11 

大

竹

勝

義

塩
沢
直
一

退
職
消
防
団
長
佐
久
間
倉
太

④
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長
表

彰
優
良
分
団

優
良
団
員

岩
法
寺
分
団

分
11 団

長

熊

田

義

明

曲

山

邦

夫

岩

谷

利

秋

高

林

邦

男

佐

久

間

勇

三

吉

勝

喜

円

谷

忠

重

塩

沢

政

吉

有

賀

秀

夫

須

田

宰

平

11 11 11 11 11 " " 
11 

永
年
勤
続
団
員
(
十
五
年
以
上
〉

れ

る

佐

久

間

勝

小

林

良

行

小

貫

正

弘

塩

沢

政

吉

矢

部

茂

昭

有

賀

久

嘉

須

田

幸

平

一
般
個
人
感
謝
状

矢

部

茂

政

親
子
等
消
防

副
団
長

団

員

境

田

孝

意

境

田

孝

夫

森
林
の
伐
採
は

事

目。

届

出

を

森
林
は
、
住
宅
な
ど
を
つ
く
る
木
材

の
生
産
の
ほ
か
、
水
資
源
の
確
保
、
洪

水
の
防
止
、
レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
の
場
の

提
供
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
の
働
き
を
確
保
す
る

た
め
、
県
知
事
は
、
み
な
さ
ん
の
森
林

に
つ
い
て
、
自
然
条
件
な
ど
に
適
し
た

正
し
い
森
林
の
取
扱
い
の
方
法
を
い
ろ

い
ろ
な
面
か
ら
調
査
し
、
定
め
て
お
り

ま
す
。こ

の
定
め
ら
れ
た
正
し
一い
森
林
の
取

扱
い
を
み
な
さ
ん
に
守
っ
て
も
ら
う
た

め
、
森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
伐
採
届
出
書
」
を
知
事
に
届

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

森
林
を
伐
採
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

届
出
書
は
、
市
町
村
役
場
、
森
林
組

合
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

伐
採
の
届
出
を
し
な
い
で
伐
採
し
た

場
合
は
森
林
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
県
郡
山
林

業
事
務
所
、
ま
た
は
最
寄
り
の
郡
山
林

業
事
務
所
石
川
駐
在
所
、
若
し
く
は
森

林
組
合
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(伝

明味合間帯用伶
村では、年次計画で消防力の整備拡充をはかつております

が、今年も消防の機動力強化のため、小型動力ポンプ積載車

を発注していましたが、 5月28日には中分団へ、また 7月11

日には吉分団へ、それぞれ配備されました。

非常時の、活ゃくが期待されます。

... 
配
備
を
受
け
壱
申
分
団

‘ 吉
分
団
へ
配
置
さ
れ
た

積
厳
車



生
ま
れ
た
方
は
昭
和
五
十
二
年
ハ
今

年
中
〉
の
誕
生
日
ま
で
に
加
入
し
な

い
と
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

。
昭
和
十
一
年
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は

順
次
一
年
づ
っ
ず
れ
て
加
入
で
き
な

く
た
り
ま
す
。

。
年
金
の
種
類

農
業
者
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
期

聞
が
二

O
年
(
大
正
五
年
か
ら
昭
和
九

年
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
は
、
五
年
か
ち

十
九
年
に
短
縮
)
以
上
あ
る
入
が
受
け

ら
れ
る
年
金
に
は
、
経
営
移
譲
年
金
と

農
業
者
老
令
年
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
三
年
以
上
締
め
た

方
が
農
業
を
や

u

め
た
り
、
死
亡
し
た
場

合
に
は
司
脱
退
一
時
金
、
死
亡
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
寸
。

O
経
営
移
譲
年
金

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
こ

O
年

(
犬
正
五
年
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
は
、
五
年
か
ら
一
九
年
)
以
上

あ
る
人
が
六
十
五
才
に
な
る
ま
で
に
自

分
の
経
営
を
後
継
者
か
他
の
農
業
者
に

移
譲
す
る
と
終
身
も
ら
え
る
年
金
せ
す

六
十
五
才
に
な
る
ま
で
に
経
営
移
譲

し
な
い
人
は
、
六
十
五
才
か
ら
支
給
さ

れ
る
農
業
者
老
令
年
金
し
か
も
ら
え
ま

せ
ん
。O

脱
退
一
時
金

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
、
途
中
で

資
格
を
失
っ
て
年
金
を
や
め
た
場
合
支

給
さ
れ
ま
す
。

O
死
亡
一
時
金

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
、
不
幸
に

し
て
年
金
を
も
ら
う
前
に
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
遺
族
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

な
お
、
経
営
移
譲
の
し
か
た
等
く
わ

し
い
こ
と
、
叉
、
贈
与
税
の
特
例
制
度

等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
委
、
農
協
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

て
、
土
地
の
明
確
保
持
に
努
め
ら
れ
る

と
も
に
、
各
種
事
業
の
詐
画
立
案
と
に

ご
利
用
さ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
地
権
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
各

地
区
の
本
事
業
推
進
員
の
方
々
の
ご
労

苦
に
た
い
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
こ
の
成
果
を
充
分
活
用
さ
れ

国
土
調
査
事
業
が
完
了

4 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

る
と
と
も
に
、
土
地
の
高
度
化
、
並
び

に
土
地
改
良
事
業
等
の
推
進
を
図
る
目

的
で
、
地
籍
調
査
に
着
手
し
、
十
か
年

計
画
で
本
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。こ

の
間
、
地
権
者
各
位
に
は
、
境
界

の
刈
払
や
確
認
、
そ
し
て
一
筆
調
査
、

測
量
と
積
極
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

本
事
業
が
順
調
な
進
ち
ょ
く
を
み
せ
、

昭
和
五
十
年
度
を
も
っ
て
、
現
地
調
査

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
認
証
事
務

及
び
登
記
事
務
の
促
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
計
画
さ
れ
た
全
地

域
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き

昭
和
四
十
年
度
よ
り
は
じ
ま
り
ま
し

た
国
土
調
査
〈
地
籍
調
査
〉
事
業
が
]

地
権
者
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
村
内
全
域
が

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
字
限
図
や
土

地
台
帳
の
副
本
は
、
い
ず
れ
も
明
治
時

代
に
作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
地
目
や
、
地
番
、
地
積
が
現

況
と
合
わ
な
い
ば
か
り
か
、
明
確
さ
を

・
欠
い
て
い
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
合

理
が
生
じ
て
お
り
な
が
ら
、
・
な
か
な
か

是
正
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
境

界
不
明
瞭
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
紛
争

を
引
き
起
す
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
村
で
は
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
す

農
業
者
年
金
の
は
な
し

容
が
良
く
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
加
入
、

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
加
入
で
き
る
人

⑥
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人

l
当
然
加
入
l

国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
り
、
自
分

の
名
義
の
経
営
農
地
面
積
(
借
入
地
を

含
む
〉
が
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経

営
主
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。た

だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
期
間
と

の
関
係
で
年
令
的
に
す
で
に
加
入
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
の
で
、

農
委
、
農
協
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

@
希
望
に
よ
っ
て
加
入
で
き
否
人

ー
任
意
加
入
|

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
次

の
①
、
②
、
③
に
該
当
す
る
人
は
希
望

に
よ
っ
て
加
入
で
き
ま
す
。

①
、
自
分
名
義
の
経
営
農
地
面
積
が
三

0
ア
ー
ル
以
上
五

0
ア
ー
ル
未
満
の

経
営
主
。

②
、
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主

の
後
継
者
。

③
、
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員

。
い
つ
ま
で
に
加
入
す
れ
ば
よ
い
か

!
当
然
加
入
の
場
合
1

0
大
正
八
年
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
す

で
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

O
大
正
九
年
か
ら
昭
和
一

O
年
ま
で
に

り
田
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
社

よ
川
会
的
、
経
済
的
環
境
の
変
化
に

だ
川
伴
な
い
、
農
業
も
兼
業
化
、
混

委
-
住
社
会
化
が
進
行
し
て
い
る
と

j
s
 

百万
H

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
が
村
に
お
い
て
も
、
実
際
的
に
農

業
を
専
業
と
し
て
い
る
農
家
が
減
少
し

て
い
る
事
実
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
五
十
二
年

度
か
ら
「
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
」

と
称
し
、
「
人
づ
く
り
、
土
地
づ
く
り
」

の
た
め
、
地
域
の
実
情
と
村
の
人
達
の

創
意
と
工
夫
に
よ
り
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
、
新
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
が
、
農
林
省
で
計
画
推
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
既
に
ご
承
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

農
業
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
、
「
農

地
と
人
」
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も

な
い
と
思
い
ま
す
。

農
用
地
等
の
確
保
及
び
有
効
利
用

と
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
確
保
を
図

る
こ
と
が
、
今
後
の
農
業
、
農
政
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
農
業
の
担
い
手
と

な
る
若
い
優
秀
な
後
継
者
を
確
保
し
、

年
老
い
た
農
業
者
は
安
心
し
て
老
後
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
言

う
こ
と
で
生
ま
れ
た
「
農
業
者
年
金
制

度
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
内

昭和52年 8月 1日

計|仏6似 8

大字名 | 面積 (nf)

4，857，594 

2，931，919 

3，511，910 

13，736，732 

2，185，142 

2，057，116 

4，863，112 

556，155 

4，657‘，249 

5，078，583 

1，284，579 

882，092 

大字見Ij面積
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北須釜

山 小 屋

南須釜

崎

岩法寺

生

辺

高

四辻新田

山新田

士
ロ

中

竜

オ士
E官R

)11 

地自 筆数 面積 (nf)

田 8，355 6，829，074 

畑 14，701 8，613，456 

宅地 2，373 1， 123，551 

池沼 173 18，129 

山林 9，170 18，109，899 

原野 1，949 1，062，078 

墓地 131 59，935 

雑種地 353 108，338 

その他 3，664，181 

道河水ダム川道路路敷他

鉄その

国有林 6，957，923 

官地 135 55，619 

言十 46，602，183 

積

かわ

高

たま

男IJ自
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夏
の
交
通
事
故
防
止

こ
の
運
動
は
、
夏
に
多
い
過
労
運
転

の
防
止
と
夏
休
み
中
の
子
供
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
県
民
総
ぐ
る
み
で
、

交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

正
し
い
交
通
ル

l
ル
を
習
慣
づ
け
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
も
の
で

す。

たまかわ広報

一、
目

的

No. 1 32 

、四ノ

無
謀
運
転
は
危
険
と
損
失
が
多
い

。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

0

ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
、
ゆ
っ

く
り
走
ろ
う

o
無
理
な
追
越
し
は
や
め
よ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
よ
う

。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
頭
を
守
ろ
う

バ
イ
ク
(
印
∞
)
に
乗
る
と
き
も

か
ぶ
ろ
う

0

シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

高
速
道
路
で
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般

道
路
で
も
必
ず
シ

I
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
よ
う

二
輪
車
事
故
防
止
運
動
実
施
中
で
す

事
故
を
起
こ
し
た
り
、
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日一=nw

岩

治

谷

判
ノ

「
ゆ
っ
く
り

走
ろ
う
」
・
:
に

こ
の
三
徳

た
群
衆
は
、
翌

え
た
。
そ
じ
て

に
到
着
し
た
処

五
兵
衛
が
、
こ

に
驚
ろ
い
た
。

大
変
な
気
勢
を
あ
げ
る
群
衆
を
見
た

五
兵
衛
は
、
同
時
に
内
必
大
い
に
憂
慮

し
た
。も

し
こ
の
ま
ふ
で
大
群
衆
が
県
庁
を

襲
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
大
変
な

こ
と
に
な
る
、
と
察
し
た
五
兵
衛
は
、

突
さ
に
一
策
を
案
じ
た
。

五
兵
衛
は
、
早
速
群
衆
を
拡
大
な
我

が
家
に
招
き
入
れ
て
、
昂
ぶ
る
群
衆
の

気
分
を
和
ら
げ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
酒
の
好
き
な
者
に
は
思
う
存
分
に

酒
を
の
ま
せ
て
歓
待
に
つ
と
め
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
心
を
く
ば
っ
た
。

こ
の
時
に
五
兵
衛
が
群
衆
に
与
え
た

飯
米
は
、
白
米
五
斗
入
り
で
十
五
俵
を

炊
い
て
も
ま
だ
足
り
な
か
っ
た
と
い
う

か
ら
、
そ
の
人
数
が
い
か
に
多
か
っ
た

か
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

思塁

昭和52年8月1日

一一、
運
動
期
間

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま

で。一、
ス
ロ
ー
ガ
ン

い
ね
む
り
運
転
と
子
供
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う

1
過
労
運
転
、
無
謀
運
転
の
防
止

2
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

3
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着

用
の
推
進

過
労
運
転
を
な
く
そ
う

。
過
労
は
い
ね
む
り
を
招
く
。

。
睡
眠
を
十
分
に
と
ろ
う
。

o
睡
魔
は
明
け
方
や
っ
て
く
る
。

。
ね
む
気
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
休
憩

し
よ
う
。

子
供
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

〉
勺
J。

家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
話
し

あ
お
う
。

子
供
を
見
た
ら
赤
信
号
、
停
止
と

徐
行
を
忘
れ
ず
に
、
愛
の
一
声
で

や
さ
も
受
注
意
し
よ
う

5 

(
次
号
に
続
く
)

o

県
令
の
り
出
す

口

腹
を
満
た
し
た
群
衆
は
借
宿
村
を
後

に
し
て
、
保
土
原
村
へ
と
歩
を
早
め

た
、
一
方
民
衆
の
不
穏
な
行
動
を
き
き

知
り
た
、
清
岡
県
令
は
意
外
な
事
件
の



広報

あ
な
た
の
作
品
を
ど
う
ぞ

6 

県

勤

労

者

美
術
展
作
品
募
集

昭和52年8月1日

第
十
六
回
福
島
県
勤
労
者
美
術
展
が

県
等
が
主
催
で
、
九
月
九
日
か
ら
三
日

間
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
出
品
作
品
を
次
に
よ

り
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
作
品
の
規
格

日
本
画

6
号
以
上
川
号
ま
で

洋
画
(
版
画
を
含
む
)
日
本
画

に
準
ず
る

書

(

刻

字

を

含

む

〉

写

真

四

ツ

切

以

上

ニ

、

出

品

者

県
内
の
勤
労
者
の
作
品
で
未
発
表

の
も
の

三
、
受
付
搬
入

九
月
四
日
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ

※
詳
し
い
こ
と
は
玉
川
村
公
民
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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玉
川
一
小
に

緑
の
少
年
団
誕
生

たまかわ

学
校
や
地
域
の
自
然
を
愛
し
、
心
豊

か
な
子
ど
も
を
育
て
る
「
隷
の
少
年

団
」
が
、
七
月
十
二
日
玉
川
第
一
小
学

校
に
誕
生
し
ま
し
た
。

同
校
の
団
員
六
年
生
男
女
四
十
=
一
名

の
結
図
式
は
午
後
二
時
か
ら
同
校
体
で

行
な
わ
れ
、
小
貫
校
長
か
ら
「
緑
の
少

年
団
」
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
話
し
が
あ

り
、
同
国
育
成
会
長
三
輪
健
同
校

P
T

A
会
長
よ
り
、
小
針
成
一
次
(
児
童
会

長
〉
に
緑
の
少
年
団
用
の
グ
リ

l
γ
帽

子
、
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
ト
ヮ
、
γ
。
ヘ
ン
が
贈

ら
れ
、
小
針
団
長
よ
り
「
わ
た
し
た
ち

は
、
自
然
に
親
し
み
花
や
縁
を
大
切
に

し
、
小
鳥
を
か
わ
い
が
る
心
の
豊
か
な

子
ど
も
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し

た。
同
団
の
今
年
の
計
画
と
し
て
、
去
る

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
大

玉
村
「
県
民
の
森
」
で
開
催
さ
れ
た
、

県
リ
!
ダ
研
修
会
に
、
ま
た
八
月
二
・

三
日
に
同
会
場
で
開
催
さ
れ
る
県
「
緑

の
少
年
団
」
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

同
校
は
去
る
四
月
一
に
、
環
境
緑
化
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
校
に
入
選
し
受

賞
し
ま
し
た
。

須
釜
一
公
民
館
等
発
注

本
年
度
の
建
設
事
業
の
う
ち
、
須
釜

公
民
館
、
川
辺
小
屋
内
運
動
場
新
築
工

事
と
、
村
道
兎
田
、
坂
ノ
下
線
改
良
工

事
、
竜
崎
線
舗
装
修
繕
工
事
が
、
去
る

七
月
六
日
の
入
札
に
よ
り
発
注
さ
れ
ま

し
た
。須

釜
公
民
館
は
、
南
須
釜
字
奥
平
地

内
〈
旧
須
釜
小
跡
地
V

に
工
費
六
千
八

百
万
円
で
郡
山
市
の
村
越
建
設
、
川
辺

小
屋
内
運
動
場
は
川
辺
小
地
内
に
工
費

四
千
八
百
五
十
万
円
で
仙
台
市
の
前
田

建
設
が
請
負
い
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
村
道
兎
田
、
坂
ノ
下
線
の
改

良
工
事
は
、
ヱ
費
三
キ
百
万
円
で
湯
沢

組
、
竜
崎
舗
装
修
繕
王
事
は
、
玉
費
千

二
百
三
十
万
円
で
岩
谷
建
設
が
請
負
い

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
主
ず
。

家
庭
教
育
相
談
開
催

公
民
館
で
は
八
月
十
二
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
玉
川
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
三
一
歳
児
第
一

子
を
も
っ
両
親
及
び
第
二
子
以
下
の
三

歳
児
両
親
等
ま
た
は
幼
児
を
も
っ
両
親

等
を
対
象
と
し
、
家
庭
教
育
相
談
事
業

を
開
き
ま
す
。
一

相
談
委
員
は
、
河
島
忠
吉
(
中
央
児

童
相
談
所
主
任
児
童
福
祉
司
)
、
工
藤

正
悟
(
福
島
大
学
教
育
学
部
教
授
)
、

庄
司
他
人
男
(
同
大
助
教
授
)
で
す
。

相
談

L
た
い

Fは
無
料
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ

-園、F

ιー

文
化
財
め
ぐ
り
の

内

案

公
民
館
で
は
「
青
年
仲
間
づ
く
り
事

業
」
の
第
二
弾
と
し
て
、
九
月
十
一
日

に
行
な
わ
れ
る
。
玉
川
村
・
須
賀
川
市

の
文
化
財
め
ぐ
り
の
参
加
者
を
三
十
名

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
お
お
む
ね
十
五
歳
よ
り
こ
十

七
歳
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
の
で
、
早

目
に
，
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
コ
二

O
一
の
内
線
三
三
番
へ
お

た
ね
づ
く
だ
さ
い
。

山
小
屋
分
団
優
勝

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

第
二
十
三
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
石
川
地
区
大
会
は
、
吋
七
月
二
十
日
古

殿
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に

竜
崎
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
山
小

屋
分
団
が
、
わ
が
村
の
消
防
団
を
代
表

し
て
出
場
い
た
し
ま
し
た
が
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
山
小
屋
分
団
が
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ま
た
竜
崎
分
団
は
ポ

γ
プ

車
の
部
で
僅
少
の
差
で
入
賞
を
逸
し
ま

し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

た。

h

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
山
小
屋
分
団
は
八
月
二
十
三
日
三
春

町
町
営
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る
、
郡

山
地
方
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

ソ
フ
ト
・
家
庭
バ
レ
ー

ボ

ー

ル

大

会

結

果

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

準
優
勝

コ
一
位

吉川岩蒜

チ辺室生
チ長チ

1 1 1 
ムム ム ム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝
準
優
勝

三

位

炎天下競技に励む山小屋分団の皆さん

川山北南
辺小須須
チ屋釜釜

チチチ
1 1 1 1 
ムムムム

家
出
人
等
を
さ
が
す

相

談

所

開

設

八
月
-
一
日
か
ら
一
カ
月
間
石
川
警
察

署
に
「
家
出
人
等
を
さ
が
す
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
き
が
し
て

お
ら
れ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

A 

(
石
川
警
察
署
よ
り
)




